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ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
す
か
。
Ｄ
Ｖ
は
、

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
の
親
密
な

男
女
間
で
の
暴
力
を
指
し
、
そ

の
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
す
。

区
役
所
で
は
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考

え
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

１１
月
１３
日
（
月
）

〜
２４
日
（
金
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

場
所

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

�

市
男
女
共
同
参
画
推
進

課
（
�
２２２
・
３
０
９
１
）

１１月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間、
そして１２月は人権月間です。下京区では、一人一人が個人とし
て尊重されるまちを目指して、人権の大切さについて考えるた
めの取組を行います。多様な価値観を認め合い、互いに個性を
尊重することの素晴らしさを再確認してみませんか。

人
権
学
習
会

子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て

の
講
演
を
聞
い
た
後
に
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

日
時

１２
月
７
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

場
所

区
役
所
４
階
会
議
室

テ
ー
マ

「
子
ど
も
の
人
権
を
考

え
る
〜
大
人
の
知
恵
と
こ
こ
ろ
を

〜
」

あ

ぼ

ち
あ
き

講
師

安
保
千
秋
氏
（
京
都
市
弁

護
士
会「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」

副
委
員
長
）

費
用

無
料

申
込
み

不
要

小
・
中
学
生
に
よ
る

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

人
権
の
大
切
さ
に
気
付
く
き
っ

か
け
を
つ
く
り
、
人
権
意
識
を
は

ぐ
く
む
た
め
、
区
内
の
小
・
中
学

生
か
ら
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
展

示
し
ま
す
。

日
程

１２
月
１
日
（
金
）

〜
１３
日
（
水
）

場
所

京
都
駅
前
地
下
街
ポ
ル
タ

西
通
り

街
頭
啓
発

日
時

１２
月
７
日
（
木
）

午
後
１
時
〜

場
所

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
南
北
自
由
通

路
北
側
階
段
下

◇

◇

�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
�
３７１

・
７
１
７
０
）

今年も、中央卸売市
場第一市場で、市場の
食材を使った鍋料理や
生鮮食料品などを販売
します。食に関する情
報コーナーも設けてい
ます。本格的な冬の到
来を前に、一足先に温
かい鍋料理をいろいろ
と味わってみませんか。

日時 １１月２３日（祝・木）午前１１時～午後２時
場所 中央卸売市場第一市場
費用 入場無料（物販・飲食は有料）
その他 公共交通機関でお越しください
� 京都市中央卸売市場協会（�３２３・６７７７）

自
治
記
念
日
に
あ
た
る
１０
月
１５

日
、
京
都
会
館
で
自
治
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典

は
、
市
民
自
ら
の
手
に
よ
る
市
長

の
選
任
、
並
び
に
市
役
所
の
開
庁

に
よ
り
、
明
治
３１
年
１０
月
１５
日
に

真
の
自
治
権
を
獲
得
し
た
こ
と
を
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日
時

１２
月
１１
日
（
月
）
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

場
所

ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都

３
階

第
４
・
５
会
議
室

対
象

障
害
の
あ
る
本
人
・
家
族

・
関
係
者

内
容

障
害
者
自
立
支
援
法
の
学

習
と
意
見
交
換
を
通
じ
て
障
害
者

の
地
域
生
活
に
つ
い
て
考
え
る

定
員

１００
人
（
先
着
順
）

費
用

無
料

申
込
み

１２
月
４
日
（
月
）
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
下
京
区

社
会
福
祉
協
議
会
へ

そ
の
他

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

・
点
字
資
料
が
必
要
な
方
は
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

�

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会（
�

３６１
・
１
８
８
１
、
�
３６１
・
１
６
６

３
）

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き

に
一
番
よ
く
み
ら
れ
る
症
状
の
一

つ
に
発
熱
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
熱
を
出
す
と
、
親
は

非
常
に
不
安
に
な
り
、
特
に
高
熱

の
場
合
は
頭
が
お
か
し
く
な
ら
な

い
か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。
発
熱
は

子
ど
も
に
と
っ
て
重
篤
な
症
状
な

の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
ご
く
ま

れ
な
場
合
を
除
い
て
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
発
熱
の
多
く
は
、
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
感
染
症
が

原
因
で
す
。
そ
し
て
、
熱
が
出
る

こ
と
は
、
自
分
の
体
温
を
高
く
し

て
循
環
、
代
謝
を
高
め
、
侵
入
し

て
き
た
病
原
体
を
撃
退
し
よ
う
と

す
る
身
体
の
正
常
な
反
応
と
い
え

ま
す
の
で
、
過
度
に
心
配
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
実
際

に
熱
が
出
て
い
る
子
ど
も
に
何
を

し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
大
切
な
こ
と
は
、
熱
が

放
散
し
や
す
い
状
態
に
し
て
あ
げ

る
こ
と
で
す
。
よ
く
、
汗
を
か
か

せ
よ
う
と
服
を
た
く
さ
ん
着
せ
た

り
、
毛
布
で
く
る
ま
れ
た
り
さ
れ

る
方
を
見
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
は

誤
り
で
す
。
か
え
っ
て
熱
が
こ
も

っ
て
高
く
な
り
ま
す
の
で
や
め
て

く
だ
さ
い
。

熱
の
上
が
り
か
け
に
寒
気
を
訴

え
る
と
き
は
温
め
て
も
い
い
で
す

が
、
上
が
り
き
っ
た
ら
今
度
は
、

冷
や
す
、
あ
る
い
は
薄
着
に
す
る

な
ど
し
て
、
本
人
が
快
適
な
状
態

に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
適
度

な
水
分
補
給
も
必
要
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
３８
・
５
℃
以
上
の

高
熱
に
な
る
な
ら
、
小
児
で
安
全

性
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
解
熱
剤

（
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
）
を
使

わ
れ
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
子
ど
も
は
熱

を
出
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
落
ち

着
き
と
適
切
な
対
応
（
看
病
）
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

京
都
市
立
病
院
小
児
科
部
長

黒
田
啓
史

フ
グ
・
カ
キ
は
冬
の
味
覚
を
代

表
す
る
食
材
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
た
い
へ
ん
お
い
し
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
フ
グ
に
よ
る
食

中
毒
は
毎
年
全
国
で
３０
〜
４０
件
発

生
し
、
死
亡
者
も
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と

す
る
食
中
毒
が
年
に
３００
件
ほ
ど
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
カ
キ
に
よ
る

食
中
毒
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因

と
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

■
フ
グ

フ
グ
は
種
類
の
鑑
別
が
難
し
く
、

季
節
に
よ
る
毒
力
の
変
動
、
個
体

差
な
ど
が
あ
る
た
め
、
家
庭
で
の

素
人
調
理
は
危
険
で
す
。
フ
グ
処

理
師
が
適
正
に
処
理
し
た
料
理
を

食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
カ
キ

カ
キ
を
生
食
す
る
場
合
は
、
必

ず
「
生
食
用
」
と
表
示
の
あ
る
も

の
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
加
熱
調
理
す
る
場
合
は
、
十

分
に
中
ま
で
火
を
と
お
し
ま
し
ょ

う
。

�

衛
生
課
食
品
衛
生
担
当
（
�

３７１
・
７
２
９
９
）

１０
月
２５
日
、
市
政
協
力
委
員
連

絡
協
議
会
の
各
学
区
会
長
と
桝
本

市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
市
政
協
力
委
員

を
代
表
し
て
、
渡
邊
洞
曉
代
表
幹

事
か
ら
、
下
京
区
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
対
す
る
お
礼
と
、
区
基

本
計
画
を
進
め
る
各
学
区
の
活
動

や
今
後
の
課
題
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。桝

本
市
長
か
ら
は
、
各
学

区
会
長
の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ

の
活
動
に
対
す
る
感
謝
の
意

と
区
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
決
意
が
述
べ
ら
れ
、

市
政
運
営
へ
の
よ
り
一
層
の

支
援
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
市
政
懇
談
会

に
先
立
ち
、
各
学
区
会
長
と

下
京
区
長
と
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
、
学
区
会
長
か
ら
各

学
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

人人権権文文化化のの息息づづくくままちちをを目目指指ししてて

「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
パ
ネ
ル
展
示

フ
グ
・
カ
キ
に
よ
る

食食
中中
毒毒
に
ご
注
意
を

「
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を

考
え
る
」
地
域
学
習
会

市
政
協
力
委
員
各
学
区
会
長
と

桝
本
市
長
が
懇
談

自
治
記
念式

典
が

子どもの発熱 

鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋鍋 まままままままままま つつつつつつつつつつ りりりりりりりりりり
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中中央央卸卸売売市市場場
第第一一市市場場

旬旬のの味味にに舌舌鼓鼓をを打打ととうう

開
催
さ
れ
ま
し
た
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下
京
区
か
ら

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

▼
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表

彰

７
人

▼
篤
志
者
表
彰

７
人

▼
京
都
市
交
響
楽
団
創
立
５０
周

年
記
念
特
別
感
謝
状

２
人

１
団
体

▼
ご
み
減
量
推
進
特
別
感
謝
状

３
人

２２
団
体

▼
地
域
の
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
特
別
感
謝
状

５
団
体

▼
時
を
超
え
美
し
く
ひ
と
輝
く

歴
史
都
市
・
京
都
推
進
感
謝
状

３１
人

２
団
体

▼
生
き
方
探
訪
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

体
験
特
別
感
謝
状

９
団
体

平
成
１８
年
度

記
念
し
て
、
昭
和
３３
年
か
ら
毎
年

開
か
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
市
政
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
や
団
体
に
対
し
、

桝
本
市
長
か
ら
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
下
京
区
か
ら

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
功
績
が
た
た

え
ら
れ
ま
し
た
。

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１３１号 平成１８年１１月１５日


